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本稿の目的は、アジアの学校における音楽教育が近代化によってどのような影響を

受け、その中からどのような自国音楽文化認識が形成されてきたのかを考察するこ

とである。そのために、19 世紀末と 20 世紀後半という異なる時代に学校教育による

国民形成をはかった日本とインドネシアに焦点を当てる。はじめに近代化という概

念について簡潔に述べたのちに、両国が近代国家建設という目的のためにどのよう

な政策をとってきたのか、その中で学校音楽教育はどのような役割を果たしてきた

のかを概観する。続いて、学校で音楽教育を受けた国民が、自国音楽文化に対するど

のような認識をもっているのかを、両国における若者を対象とした質問紙調査にも

とづいて検討していく。 

はじめに

 1990 年代からグローバル化現象が注目されるようにな

った。1995年に国連・UNESCOの文化と開発に関する世界

会議から出された報告書Our Creative Diversityでは、

グローバル化現象とされる支配的な文化への収斂によっ

て文化の多様性が失われることを危惧し、文化の多様性

の維持を主張している(1995)。このように、文化のグロー

バル化現象とは、一つの文化に収斂していく側面と、それ

に対して各地域のローカルな文化が自己主張を強めてい

く側面の両方を含んでいると考えられている。 

ギデンズ(Giddens, 1990)は、グローバル化は近代化の

結果であるとする。近代化とは世界の様々な部分に動的

にそして継続的に影響し続ける現象であり、その影響に

よって変化した部分がさらに近代の基盤に影響を与えて

近代を変化させる。この再帰性によって近代は永続的に

進化し続けるのである（Luhman, 1997）。この考えに基づ

けば、異なる時代に西洋近代を取り入れてきたアジアの

国々においては、彼らがどの時点で近代化をはかろうと

したかによって、近代の意味が異なることになる。

日本が封建国家から近代国家への変革を目指した19世

紀後半は、文化の進化は一系的であり、その最先端にある

のはヨーロッパ文明であると考えられていた時代である。

よってその他の「遅れた」文化は、西洋近代を取り入れて

西洋化しなくては、ヨーロッパ列強と同等の文明国家で

あるとはみなされなかった。進化の最先端にある近代国

家として認められるためには、江戸時代から続く日本の

ローカルな文化を維持するという選択肢はなかったので

ある。

それに対して第二次世界大戦後の世界の価値観は大き

く異なっている。国際連合第３回総会で世界人権宣言が

採択され、人種や言語、宗教等にかかわらず、人間はみな

平等であるとされた(堀尾・河内、1998)。国連の専門機関

であるUNESCOも、その憲章の中で、第二次世界大戦は無

知と偏見を通じて人種の不平等を広めたために可能とな
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ったとして、相互理解と人権の尊重が重要であることを

唱えている(堀尾・河内、1998)。国連機関での宣言や憲章

がすぐに現実社会に反映されたとは言えないが、ヨーロ

ッパの植民地の独立やアメリカの公民権運動などに見ら

れるように、20世紀半ば以降の世界は19世紀半ばの日本

が追い求めたヨーロッパ文化を唯一の選択肢とする近代

とは異なり、様々な民族文化の価値を認めるようになっ

ている。そして冒頭に述べたように、グローバル化が加速

した1990年代以降になると、一つの文化への収斂を嫌っ

て各地のローカル文化が自己主張を強めるようになって

いるのである。

インドネシアはオランダの植民地であったが、1949 年

に主権が移譲され、独立国家になって近代化に着手した。

学校での音楽教育を本格化させたのは21世紀に入ってか

らであり、19 世紀末に学校音楽教育をとおした国民文化

の近代化を試みた日本とは約１世紀の差がある。以下で

は、この間の「近代」をめぐる概念の変化がどのようにそ

れぞれの国の音楽教育および自国音楽認識に現れている

かを考察していく。

１．近代化と日本の音楽教育 

1868 年に封建体制が終焉を迎えた日本では、欧米諸国

との平等な関係を築くべく、明治新政府による近代化が

開始され、欧米諸国にならって社会の諸制度を変革して

いった。近代学校教育の導入もその一つであり、1872 年

には早くも学制を発布して、学校教育をとおした国民形

成に着手した。当初は低かった小学校の就学率も、1910年

には 98％となり、学校教育制度をとおして社会階層を上

がっていく可能性を国民が理解するにつれて中等教育の

就学率も上昇した(ドーア、2008: 59)。

1872 年の学制に示された計画には音楽教育も含まれて

いた。これも欧米の例に従ったものだが、実際に音楽教育

で何をどのように教えるのかは不明であったため、当面

の間は保留とされた(Ishii, Shiobara & Ishii, 2005）。

音楽教育の内容を決める仕事を担ったのが文部省の伊澤

修二である。伊澤の音楽教育の方針を要約すると、近代化

以前の日本の大衆音楽は低俗であるため子どもの教育に

は不適切であり、宮廷音楽は難しすぎるため、子どもでも

学べるような、西洋音楽の普遍性をもった新たな日本の

音楽を創出する必要がある、ということになる(Ishii, 

Shiobara & Ishii, 2005）。この新たな音楽を創出すべく、

伊澤は1879年に文部省内に近代音楽と音楽教育の調査研

究機関である音楽取調掛を設立し、アメリカの音楽教師

メーソンを招き、彼とともに３巻からなる『小学唱歌集初

編』を編纂した。しかしそこに掲載された曲のほとんどは、

メーソンがアメリカの音楽教育で使用していたドイツ民

謡や讃美歌の旋律に日本語で教育的な歌詞をつけたもの

であり、音楽的にはほぼ西洋音楽であったといえる(安田、 

1999)。 

学校音楽教育の推進と同時に、日本では西洋芸術音楽

の専門家の養成にも着手している。1874 年には、宮中に

おける雅楽の専門家集団であった伶人たちに対して、西

洋音楽を習得することが命じられたが（塚原、1998）、彼

らの中には後に文部省唱歌の作曲者となる者もいた。音

楽伝習生の養成も行っていた音楽取調掛は、1887 年に東

京音楽学校となったが、そこでの教育は当初は西洋音楽

一辺倒であり、教師たちもアメリカ、オーストラリア、ド

イツ、イギリス、フランス、ロシアなどから招いていた（中

野、2024）。中野（2024）は、邦楽調査掛がおかれたのは

1907 年になってからであり、同じ東京芸術大学の前身で

ありながら、日本美術を守ろうとした東京美術学校とは

対照的に、東京音楽学校は西洋の音楽を日本に導入しよ

うとしていたとしている。

第二次世界大戦に向かう時代は、音楽教育においても、

愛国心を高め戦意向上を図る歌詞の歌曲が中心となり、

日本人にとって歌いやすい四七抜き音階の歌などが増え

て、音楽的な意味は二の次となった。このため戦後の教育

改革では、再度、日本の学校音楽教育の役割が再検討され

た。この過程で、強制的に歌を歌わせるだけでなく、音楽

を創る、演奏する、鑑賞するという子ども中心の教授法も

取り入れられたが、音楽は西洋音楽を意味し、学校音楽教

育の目的は高い水準の西洋音楽の素養を身につけること

とされ、近代化以前の日本の音楽は補足的に学ぶものに

とどまった(諸井、1956)。1950年代末から1970年代にか

けて、UNESCO が掲げた文化の多様性尊重の方針を受けて

近代化以前の日本独自の音楽をもっと取り入れようとい

う動きがあったが、既に西洋化が進んだ環境の中ではあ

まり支持を広げられず、その後は、教科書掲載曲は西洋芸

術音楽を学んだ日本の作曲家による曲が中心になってい

った(石井、2004; Ishii, Shiobara & Ishii, 2005)。日

本や外国の大衆商業音楽も少しずつ掲載されるようにな

ってきたが、基本的には学校教育で教えるのは、今日にお

いても19世紀の近代化の方針同様、西洋芸術音楽の普遍

性をもった低俗でない易しい曲であり、文部科学省から

示される歌唱共通教材は文部省唱歌、鑑賞共通教材は西

洋芸術音楽が中心である(石井、2004; 山本、2018)。 

２．近代化とインドネシアの音楽教育 

オランダ植民地となる前のインドネシアの地域は、民

族や言語の異なる多くの王国から成り立っていた。オラ

ンダは、1602年にジャワ島に東インド会社を設立した後、

1619 年にはバタヴィア（現ジャカルタ）を拠点とした貿

易を展開した。その後徐々に勢力を拡大し、1755 年には

中部ジャワのマタラム王国で起きた内紛をおさめた。ス
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ラカルタとジョグジャカルタに分裂した王国内では、そ

の後約 200 年にわたって、オランダが介在する平和のも

とで今日の伝統文化が発展した(小池、1998）。19 世紀に

入ると東インド会社に代わってオランダ政府がオランダ

領東インドとして直接統治による植民地支配を始め、

1910 年代に現在のインドネシア全域へと植民地を拡大し

た。1942年から 3年間は日本の統治下におかれたが、第

二次世界大戦での日本の敗戦によって1945年にインドネ

シアとして独立宣言を行い、4年間のオランダからの独立

戦争を経て1949年のハーグ協定で主権が移譲され、バリ

などの東部地域も加わって 1950 年に統一を果たした(鏡

味、2000)。このように、インドネシア共和国はオランダ

の植民地であった地域が一つの国家として独立した国で

あり、各地に多様な民族集団が存在する。その数は、日本

の外務省(2024)の資料によれば約 300 とされる。これら

の民族を独立に向けて一つの国家としてまとめるために

創り出されたのが「インドネシア」であった。 

イスラムや共産主義を基盤とした植民地からの解放闘

争から、「インドネシア」の構築自体を運動の中心に据え

たナショナリズムへと変化したのは、1920 年代末のこと

である(土屋、1994)。1928 年の第二回全国青年インドネ

シア会議では、一つの祖国、一つの民族、一つの言語とし

て、インドネシア国家、インドネシア民族、インドネシア

語を掲げる「青年の誓い」が承認されたが、この時からこ

れらの実現に向けた努力が始まる。土屋(1994)は、それま

でムラユ語と呼ばれていた言語が民族言語インドネシア

語と呼ばれるようになり、それまで全体としての呼称を

もたなかった人々が「インドネシア人」と名乗り、呼ばれ

るようになったことの重要性を、「インドネシア」という

新しいアイデンティティの登場として指摘している。 

独立後のインドネシアは、民族や言語の異なる各地方

のアイデンティティのうえに「インドネシア」というアイ

デンティティを確立すべく、「多様性の中の統一」をスロ

ーガンとして掲げてきた。1945 年発布のインドネシア共

和国憲法では、インドネシア語を国語として規定し、注釈

では「・・・独自の言語を持つ多様な地方においては・・・

その多様な言語は国家によってもまた尊重され、保持さ

れる。」(森山、2009: 9-10)としている。何度かの憲法改

正後もこの基本方針は変わらず、インドネシア語が学校

教育の教授言語として普及がはかられる一方、それぞれ

の地方言語の教育は地方政府に任されてきた。

こうして言語に関しては「多様性の中の統一」を具体化

したが、文化に関しては、インドネシアの統一された文化

の創造には至っていない。既に1920年代から始まったイ

ンドネシア・アイデンティティの構築の過程では、「真の

近代化」のためには西洋の技術のみならず精神構造まで

取り入れるべきだという主張と、ヨーロッパの最新の教

育思想とジャワの伝統的な教育理念との融合を唱える主

張が対立していた(土屋、1994)。この論争は音楽に関して

も及んでおり、何をインドネシア音楽とするかの論争が

あったが、結論は出ていない(Mack, 2007; McGrow, 2013)。

スカルノ時代の一時期、西洋大衆商業音楽が禁止され、イ

ンドネシア各地の音楽を推進しようという試みもあった

が、スハルト時代には再び自由に流入するようになり、大

衆の音楽文化に影響を及ぼすようになった。フレデリッ

ク(1982. 田子内、2012: 201で引用)によれば、スハルト

時代には国家による伝統音楽の育成は行われたが、大衆

の音楽は国民文化として認識されていなかったとのこと

である。 

また、そもそも学校で教えるべきインドネシアの音楽

をどうするか以前に、学校教育そのものの普及に取り組

む必要があった。オランダ植民地時代に持ち込まれた近

代学校教育は、現地人官吏養成を目的とした、ごく限られ

たエリートを対象としたものだったからである。1950 年

に学校教育基本法が制定され、1965 年にはパンチャシラ

国民教育体系基本法が定められ、1973 年にはすべての村

に学校を建てるプログラムが着手された(鏡味、2009; 

Suharti, 2013)。1989年には国民教育体系法が制定され、

国が教育体系や内容の統一基準を定めるようになった

(鏡味、2009)。1984年には小学校が義務教育となり、1994

年には中学校も義務教育になったが、小学校への就学率

がほぼ 100％に達したのは 1990 年のことである(小池、

1998; Suharti, 2013）。学校教育の普及とともにインド

ネシア語の普及も進み、1990年の国勢調査では、15歳か

ら24歳の若者の97％が、インドネシア語を日常的に使用

しているか、必要に応じて使用できるようになっている

（小池、1998）。 

教える内容と目的が明確であったインドネシア語とは

対照的に、この間の学校音楽教育では、何をインドネシア

音楽とするかが定まらないままに、独立前後に書かれた

愛国歌を歌わせてきた(Mack, 2007; 石井、2023)。

Mack(2007)は、これらの曲は音楽的には本格的な西洋芸

術音楽ではなく、西洋の大衆商業音楽ジャンルに属する

ものであり、それはオランダが植民地時代に持ち込んだ

西洋の音楽がそのような音楽だったためだとしている。

愛国歌が「統一」の側面を表す一方、「多様性」の面を担

う各地方の音楽は、地方カリキュラムや課外活動の中で

教えられてきた。 

2013 年のジョコ・ウィドド政権下で行われたナショナ

ル・カリキュラムの改訂によって、音楽もカリキュラム全

体が推進する西洋的価値観に対するインドネシアの価値

観の再活性化と道徳教育の一環としての役割を担うこと

になった(Parker & Nilan, 2013. Puad & Ashton, 2022, 

525で引用; 福田・石井、2023; 石井、2024)。ナショナ
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ル・カリキュラムには、それに加えて各教科での知識やス

キルの獲得目標が掲げられている。 

中等教育のカリキュラムは、西洋音楽理論の学習とそ

れを用いた歌唱や楽器演奏の記述のほか、インドネシア

の音楽、西洋の音楽、現代音楽というように、音楽を体系

的に学ぶようになっている。しかし、その内容は、インド

ネシア各地の伝統音楽とインドネシア語の歌詞をもつ愛

国歌と大衆商業音楽が中心で、西洋芸術音楽に関しては

ほぼ解説にとどまっており、西洋音楽で演奏するのはイ

マジンやイエスタデイなどの大衆商業音楽である(福田・

石井、2023; 石井、2024)。また、義務教育期間を通して

教えるべき必修歌曲として、先述の愛国歌のほかに各地

方の民謡や童謡を含めたリストが発表されており、公立

小学校の音楽の授業は、これらの歌を歌ったり、簡単な楽

器で演奏したりするものになっている(石井、2023; 2024)。 

上記のように、2013 年ナショナル・カリキュラムでは

西洋芸術音楽の学習はほぼ歴史上の知識に留まる一方、

インドネシア各地の伝統的な音楽文化の学習を推奨して

いる。しかし、音楽教員を目指す学生たちを対象とした

GunaraとSutanto (2021)の研究では、学校で教える音楽

として西洋ポップスの影響の大きいインドネシアポップ

スを好む傾向が示されており、音楽教師にとっても本格

的な西洋芸術音楽や地方の伝統音楽は難しく、敬遠され

がちであることが示されている。 

小池(1998)は、学校教育で教えられるのは、インドネシ

ア語や建国五原則（パンチャシラ）や道徳教育など、中央

政府が求める公式の建前の文化であるが、実際の国民文

化にはマスメディアによって広められる大衆文化も含ま

れるとしている。しかしながら音楽に関して言えば、ナシ

ョナル・カリキュラムによって国が求める公式の建前の

文化自体に、かなりの程度大衆文化が含まれていること

になる。また、各地方の音楽文化にも、植民地時代に西洋

や他のアジア地域の大衆商業音楽が入ってきていると言

われており、2013 年ナショナル・カリキュラムが示した

公式の建前の音楽文化には大衆文化よりの傾向があると

言える。

３．アンケート調査 

ここまで日本とインドネシアが近代国家を目指したプ

ロセスと、それが学校音楽教育に求めた「公式の建前の文

化」について概観してきた。以下では、学校でこのような

音楽文化を学ぶと同時にマスメディアを通した大衆音楽

文化にも触れてきた国民が、自国音楽文化に対してどの

ような認識をもっているのかを、日本とインドネシアの

若者へのアンケート調査にもとづいて考察していく。

日本の大学生に対する調査とバリの大学卒業生に対す

る調査の詳細は既に他所で論じているが、本稿はそれら

にインドネシアの最大マジョリティであるジャワ民族の

中心地であり、国家建設の際の文化論争の中心ともなっ

た中部ジャワのスラカルタにある大学の学生への調査結

果を加えて比較考察する。アンケート調査実施場所、対象

者数、実施時期は以下の通りである。

山口の大学生 67人 2006年–2008年 

東京の大学生 91人 2010年 

バリ州の大学卒業後1-2年の者53人 

（全てバリ人） 2021年 

中部ジャワ州の大学生51人 

(ジャワ49人、スンダ1人、バタック1人）2023年

質問項目は2006年の最初の日本での調査を踏襲してお

り、「日本／インドネシアの音楽」「我が国の音楽」「郷土

の音楽」のキーワードに該当すると思う曲を10曲以内で

回答するもので、各項目間での回答の重複は可能として

いる。また、回答の際の注意事項も各調査共通である。得

られた回答は、日本に関しては筆者自身が、インドネシア

に関しては回答者にジャンルや歌手などの補足情報を可

能な範囲で書き入れてもらったうえで、インドネシア人

RA と筆者が確認した。しかし、同じ作曲家の作品であっ

ても目的や機能によって異なるジャンルとなる場合もあ

り、伝統音楽を現代風にアレンジした曲などもある。また、

McGrow(2013)のバリの伝統音楽に関する研究が示すよう

に、日本とインドネシアでは、「伝統」の概念自体が異な

る可能性もある。これらの理由から、以下のジャンル分類

は、完全に筆者の主観を排除した分類ではないことを、本

調査の限界として述べておく。 

（１） 日本の音楽・インドネシアの音楽

 表１は、「日本の音楽」、表２は「インドネシアの音楽」

のキーワードに対するそれぞれの国の回答者の回答結果

である。最も回答数の多かったジャンルは、日本では文部

省唱歌や童謡をはじめとする、教育を目的として作られ、

教科書や小中学校の歌集に掲載された曲であり、山口で

も東京でも同じ傾向を示している。それに対してインド

ネシアの回答では、バリ、ジャワのいずれにおいてもポッ

プインドネシアと呼ばれるインドネシアポップスが圧倒

的に多かった。 

表１「日本の音楽」 

回答者 

ジャンル 

山口 東京 合計 

唱歌等日本の作曲家による 

西洋形式の教育目的の曲 

143 202 345 
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日本の伝統音楽* 97 119 216 

日本の歌謡曲、ポップス 72 22 94 

テレビ、映画のテーマ曲等 17 5 22 

自治体や地域の歌 1 0 1 

外国の音楽 16 8 24 

不明 3 1 4 

合計 349 357 706 

*回答は「君が代」「さくらさくら」に集中。

出典：石井由理・塩原麻里(2011)「日本の音楽に対する大学生と

60 歳以上の人々の認識」『山口大学教育学部研究論叢』60(3)、

15-26に基づいて筆者が作成 

表２「インドネシアの音楽」

回答者 

ジャンル 

バリ ジャワ 合計 

必修ナショナルソング 

（西洋形式の愛国歌等） 

0 10 10 

地方の童謡・民謡 1 5 6 

ポップインドネシア 198 154 352 

ダンドウット 10 22 32 

クロンチョン 2 4 6 

インドネシアの宗教ポップス 0 4 4 

コプロ 0 5 5 

レゲエ・SKA 1 1 2 

ジャズ 10 4 14 

西洋ポップス 5 0 5 

日本のポップス 0 4 4 

合計 227 213 440 

 小池(1998)によれば、ポップインドネシアは、歌詞がイ

ンドネシア語であり、音楽も欧米のポップスの影響を受

けた西洋音楽風のジャンルである。ダンドウットやクロン

チョンもインドネシアの大衆商業音楽である。ダンドウッ

トはもともとマレー半島から入ったムラユ音楽が変化し

た音楽であり、1990 年代に国民的な人気が出た。コプロ

はダンドウットコプロと呼ばれることもあり、ダンドウッ

トから派生したジャンルであるが、コプロはダンドウット

ではないと主張するダンドウット歌手もいるため、表２で

はダンドウットとは分けた（Weintraub, 2012）。クロンチ

ョンはポルトガル音楽の影響を受けた、インドネシア独

立前後に流行った大衆商業音楽である。 
 インドネシアのジャンルで日本の「唱歌等日本の作曲

家による西洋形式の教育目的の曲」に最も近いのは必修

ナショナルソングであるが、このジャンルの回答はジャ

ワの学生の10名にとどまった。伝統音楽についても、

日本では山口、東京ともに第二位に入ったのに対し、イ

ンドネシアでは地方の民謡・童謡が6曲あったにすぎな

い。日本の学生の伝統音楽への回答曲が「君が代」と

「さくらさくら」に集中していたことを考えれば、これ

も国歌であったり学校の音楽授業で教えられてきたりし

たためともいえるが、それでもインドネシアとの違いは

顕著である。インドネシアの学生の回答に伝統音楽に属

する民謡などが少ないのは、歌詞の言語が地方語であり

音楽にも地方色が出るため、統一された「インドネシ

ア」のアイデンティティに反するからであると考えられ

る。

 このように、日本とインドネシアでは、回答された曲の

ジャンルは大きく異なる。しかし、日本の回答が19世紀

末以来国が学校教育をとおして推進してきた音楽ジャン

ルの曲である点、インドネシアの回答が、独立以来国が普

及努力をしてきた「インドネシア」アイデンティティの柱

であるインドネシア語の歌詞をもち、政府編集の教科書

でも大きく扱われている西洋大衆音楽風の音楽である点

において、それぞれの国が近代国家形成をしていく過程

の中で選択したアイデンティティが反映されているとい

える。 

インドネシアの回答に、ポップインドネシアと同様に

インドネシア語歌詞をもち西洋大衆音楽風であるナショ

ナルソングが少ない点は興味深い。事節で述べる「我が国

の音楽」では順序が逆転しているため、回答者は小池

（1998）の言う「公式の建前の文化」以外の国民文化の要

素である、マスメディアが広めた大衆文化であり、現代的

で都会的なイメージをもつポップインドネシアを、国民

文化である「インドネシアの音楽」として回答した可能性

がある。 

（２）我が国の音楽 

 次に「我が国の音楽」に対する回答結果を表３と表４に

示す。 

表３「我が国の音楽」（日本） 

回答者 

ジャンル 

山口 東京 合計 

唱歌等日本の作曲家による 

西洋形式の教育目的の曲 

78 52 130 

日本の伝統音楽* 102 115 217 

日本の歌謡曲、ポップス 18 3 21 

テレビ、映画のテーマ曲等 5 1 6 

自治体や地域の歌 1 0 1 
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外国の音楽 5 4 9 

不明 1 0 1 

合計 210 175 385 

*回答は「君が代」「さくらさくら」に集中。

出典：石井由理・塩原麻里(2011)「日本の音楽に対する大学生と

60 歳以上の人々の認識」『山口大学教育学部研究論叢』60(3)、

15-26に基づいて筆者が作成 

表4「我が国の音楽」（インドネシア） 
回答者 

ジャンル 

バリ ジャワ 合計 

必修ナショナルソング 

（西洋形式の愛国歌等） 

108 76 184 

地方の童謡・民謡 2 7* 9 

ポップインドネシア 48 22 70 

ダンドウット 8 11 19 

クロンチョン 3 6 9 

ジャズ 2 0 2 

合計 171 122 293 

*回答数：ジャワ２、リアウ２、ジャカルタ（ブタウィ）１、ア

チェ１、パプア１

 日本の結果は、山口も東京も伝統音楽が第一位である

が、それは「君が代」の多数回答による。また、「さくら

さくら」も多くの回答者が答えた。唱歌等の教育目的の音

楽は二番目であるが、かなりの回答数がある。インドネシ

アにおいてもバリ、ジャワともにこの質問項目に対して

は「必修ナショナルソング」の回答が圧倒的に多いが、そ

れも国歌（バリ 19 回答、ジャワ 23 回答）によるところ

が大きい。本稿では近代化の前後に作られた曲である「君

が代」を古歌として伝統音楽に分類しているが、国歌とし

て別項目にすればインドネシアも日本も同じ傾向の回答

となる。日本と対照的なのは地方の童謡・民謡の少なさで、

「インドネシアの音楽」と同じく、歌詞の言語がインドネ

シア語ではないことが理由であろう。その点は、インドネ

シア語歌詞をもつポップインドネシアの回答が多いこと

からも裏付けられる。

（３）郷土の音楽 

「郷土の音楽」に対する回答を表５、表６に示す。

表５「郷土の音楽」（日本） 

回答者 

ジャンル 

山口 東京 合計 

唱歌等日本の作曲家による 

西洋形式の教育目的の曲 

46 62 108 

日本の伝統音楽* 68 99 167 

日本の歌謡曲、ポップス 25 28 53 

テレビ、映画のテーマ曲等 1 4 5 

自治体や地域の歌 32 60 92 

校歌 11 22 33 

外国の音楽 4 1 5 

不明 3 10 13 

合計 190 286 476 

*回答は「君が代」「さくらさくら」に集中。

出典：石井由理・塩原麻里(2011)「日本の音楽に対する大学生と

60 歳以上の人々の認識」『山口大学教育学部研究論叢』60(3)、

15-26に基づいて筆者が作成 

表６「郷土の音楽」（インドネシア）

回答者 

ジャンル 

バリ ジャワ 合計 

必修ナショナルソング 

（西洋形式の愛国歌等） 

0 2 2 

地方の童謡・民謡 66* 42** 104 

ポップバリ 63 0 63 

ポップジャワ 1 6 7 

ポップインドネシア 1 4 5 

ダンドウット 6 14 20 

クロンチョン 4 12 16 

他の地方ポップス（ブタウィ） 1 0 1 

他の地方民謡（バンジャール） 1 0 1 

西洋ポップス 0 14 14 

韓国ポップス 0 2 2 

合計 143 96 239 

*すべてバリの曲。うち必修は1曲3回答。

**42 回答中 32回答は様々な地域からの必修地方歌曲。内訳は、

ジャワ12(5)、パプア７(3)、スマトラ３(2)、リアウ３(1)、カリ

マンタン２(1)、アチェ２(1)、モルッカ２(1)、スンダ１(1)。カ

ッコ内は曲数。必修ではない曲は10回答(10曲)で、そのうちジ

ャワの曲は4回答。 

 「郷土の音楽」への回答では、国全体としては、日本は

伝統音楽、インドネシアは地方の民謡・童謡が最も回答数

が多く、両国ともよく似た傾向となった。しかし、地方別

に見ていくと、日本の方は山口、東京ともに教科書で習っ

た有名な民謡を自分の出身地に関わらず答える傾向であ
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るのに対し、インドネシアの回答は、バリの学生は回答曲

すべてがバリの民謡・童謡（うち３回答（１曲）のみが必

修地方歌曲）であるのに対し、ジャワの回答は32回答が

必修歌曲のリストにある曲で、そのうちジャワの曲が 12

回答（５曲）であり、必修ではないジャワの曲４回答（４

曲）を加えても16回答（９曲）にとどまる。他はジャワ

以外の多様な地方の曲で、必修歌曲の20回答と必修では

ない曲６回答の計26回答であった。この結果から考えら

れる、日本、バリ、ジャワの回答の背景にある理由は、以

下のとおりである。まず日本の伝統音楽の回答は、「郷土

の音楽」として教科書で習ったからであり、実際の自分の

出身地と関係のある音楽は自治体や地元スポーツチーム

の応援歌、校歌であった(石井・塩原、2011)。それに対し

てバリの回答は、必修歌曲でないにもかかわらず、徹底し

てバリの民謡・童謡である。ジャワの回答はジャワの曲で

あるから答えた曲と必修地方歌曲であるから答えた曲が

混在していると考えられる。必修地方歌曲にジャワの曲

が多いことを考慮しても、回答者の出身地以外の地方民

謡・童謡の必修歌曲の回答も多く、全体の特徴としては、

日本とバリの中間の特徴を示している。バリのアイデン

ティティの強さは、ポップバリの回答の多さにも表れて

いる。それに対して、ジャワの回答では、ポップジャワの

回答は非常に少ない。バリアイデンティティの強さにつ

いては、石井(2022)で考察したとおりであるが、今回のジ

ャワでの調査結果との比較によって、インドネシア国内

における地方アイデンティティの強さもまた、それぞれ

の地方によって異なり、多様であることを示す結果とな

った。

おわりに 

 本稿では、異なる時代に近代化をはかった日本とイン

ドネシアが、それぞれ近代国家としてどのように独自の

音楽文化を形成しようとし、それが学校音楽教育にどの

ように影響してきたかを考察してきた。近代化＝西洋化

であると考えられていた19世紀後半に国家のプロジェク

トとして国民音楽文化の近代化をはかった日本では、日

本各地の民謡など、地方の音楽文化に目を向けることな

く、西洋芸術音楽の普遍性をもつ音楽を近代日本全体の

文化とすべく、学校教育をとおして普及をはかってきた。

１世紀以上を経た今日においても、学校の音楽教育が目

指すものは、伊澤修二が掲げた目標と大きく変わっては

いない。その結果、ローカル文化が自己主張を強めるとさ

れる、20 世紀末からの文化のグローバル化時代において

も、各地方が音楽の独自性の主張を強めることもなく、ア

ンケート結果から見る限り、若者の自国音楽文化認識に

も地方差はない。回答者には、国が19世紀に掲げた「公

式の建前の国民文化」を日本の音楽文化と捉える傾向が

見られる。

それに対して、20世紀半ばに近代国家として「インド

ネシア」独自の文化の形成にとりかかったインドネシア

では、音楽に関しては国家が積極的に西洋芸術音楽を取

り入れることも、一つのインドネシア音楽を推進するこ

とも選択しなかった。スカルノ時代の一時期を除いて国

民音楽文化の形成は基本的に大衆に任されていたのであ

る。学校では愛国歌とともに各地の民謡や童謡が歌われ、

マスメディアによって広められた西洋大衆商業音楽は、

ポップインドネシアや各地の音楽の特徴が入った地方ポ

ップスを生み出し、民謡ばかりでなく西洋風の大衆音楽

にも各地方の多様性がある国民文化を創り出した。2013
年に出されたナショナル・カリキュラムおよびそれに依

拠した教科書は、インドネシアが形成してきたこのよう

な独自の音楽文化を、国家の教育政策で推進していくこ

とを意味している。

19 世紀後半と 20 世紀後半の時代の違いは、日本とイ

ンドネシアに異なる文化の近代化を選択させ、それは今

日の学校音楽教育にも影響している。しかし、今後近代が

さらに変化を続けていく中で、日本とインドネシアの国

民文化としての音楽文化も、その時点の近代を取り入れ

て現在の姿から変化をしていく可能性がある。

付記

本稿は以下の文部科学省研究費補助金による研究の一環

である。福田隆眞代表「アジアのグローバル化と芸術教育

による独自文化形成の調査研究」（2022-2025, 基盤研究

（C）, 課題番号22K02635）。 
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